
六章『太陽光発電・蓄電システムについて』

太陽電池・蓄電池とは1
電池にはさまざまな種類がありますが、太陽光発電システムでは

主に2種類の電池で成り立っています。
太陽光を電気に変換する太陽電池は物理電池、

電気を繰り返し充電できる蓄電池は化学電池に分類できます。

二次電池

電池

化学反応に必要な物質を外から補給化学反応に必要な物質を電池に内蔵

使うとエネルギーがなくなってしまう
使い切りの電池

化学電池
金属化合物の化学反応を利用

物理電池
太陽の光などを電気に変換

電気が
なくなっても

充電して
繰り返し使用OK

エネルギーがなくなっても
充電して繰り返し使える電池

電池を
使い切ると

一次電池

役目は終了

燃料電池 太陽電池

市場背景

「再生可能エネルギーの固定価格買取制度(Feed-in Tariff 
略称：FIT)」は、再生可能エネルギーで発電した電気を、電力
会社が一定価格で一定期間買い取ることを国が約束する制
度です。住宅用の太陽光発電システム(10kW未満)では右
記のとおりの設置年度に応じて固定価格で10年間、太陽光
で発電した電力を買い取ります。

M E MO+

乾電池のように使い切ってしまう電池（一次電池）と、
充電して繰り返し使える電池（二次電池）があります。
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太陽光発電システムとは、太陽
でつくった電気を自家消費して
あまった電気を売ることができ
るシステムです。

太陽光発電システムとは

使う電気（交流）

電気を・・・

太陽光で発電した電気をパワーコンディショナで変換し、
住宅分電盤より家庭の電気機器へ電気を供給します。
お家でつくった電気を家で消費するので自家消費と呼び、

電力会社から買う電気を減らすことができます。
また、太陽光で発電して余った電気は電力会社へ売ることが可能です。

これを売電と呼び、お客様は売電収入を得ることができます。

売る電気

買わずに済む電気買う電気 買う電気

太陽光でつくる電気

ご家庭で使う電気

朝 昼間 夜間夜間 夜

使う電気を
太陽光で発電した
電気でまかなえます

光から電気をつくります

余った電気は
売ります

つくる 変換する

売る

ご家庭の機器で
電気を消費

自宅

使う

電力会社

つくった電気（直流）

自家消費

売電
電気を直流から交流へ

変換します
電気製品へ
電気を送ります

太陽光発電システムのしくみ2

太陽電池モジュール パワーコンディショナ 住宅分電盤

覚えておきたい、
太陽光発電の非常時機能

昼間、太陽光で発電していれば、停電時も
パワーコンディショナから電気をとること
ができます。情報収集や連絡手段の確保な
ど、停電時もくらしをサポートします。

PO I NT！

情報収集 非常食コミュニケーション
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太陽電池とは、太陽光エネルギーを吸収して直接電気に
変える電池です。屋根に設置するだけで電気をつくり、
小さな子どもが大人になっても発電を続けられるほど
長寿命です。太陽電池セルを複数枚直並列接続したも
のを太陽電池モジュールと呼びます。

パワーコンディショナは、太陽光で発電した電気（直流）
をご家庭で使う電気（交流）に変換する変換器です。

M E MO+
カタログの読み方

公称最大出力とは、夏場の晴天時等条件
の良い環境、放射照度1,000W/m2、モ
ジュール温度25℃）での発電電力のこと
をいいます。

パワーコンディショナ

太陽電池モジュール

パワーコンディショナには2種類のタイプがあります。「集中型」は
太陽電池の枚数を揃える必要がありますが、「マルチストリング
型」は太陽電池の枚数を揃える必要がありません。ハーフタイプ
や台形タイプを自由に組み合わせることもできます。機器にかか
るコストを最小にできる集中型と設置自由度が広がるマルチスト
リング型、屋根の形状やお客様のニーズに合ったタイプをお選び
ください。

公称最大出力
○○○W

太陽電池の名称

太陽電池発電の仕組み

太陽電池モジュール

太陽電池セル

寄棟屋根での設置例

直流(DC) 交流(AC)
集中型パワーコンディショナ

マルチストリング型パワーコンディショナ

モジュール変換効率とは、モジュール面積あ
たりの公称最大出力を指します。変換効率と
は、太陽エネルギーの何％を電気エネル
ギーとして取り出せるかを表す指標です。

モジュール
変換効率
○○.○%

大型タイプ 標準タイプ ハーフタイプ

太陽電池モジュールは大型タ
イプ、標準タイプ、ハーフタイ
プがあります。モジュールの
タイプを組み合わせること
で、美しくできます。

太陽光が当たると
電荷が生まれます 

1 電流がプラスと 
マイナスに引き寄
せられます

2 電流が発生します 3

PO I NT！
集中型とマルチストリング型とは

太陽電池モジュール接続箱※

：MS120α：MS240α

太陽電池モジュール

※屋外用集中型パワーコンディショナは接続箱がパワーコンディショナ本体に
　内蔵されています。

太陽電池の枚数を
揃える必要はありません。

太陽電池の枚数を
揃える必要があります。
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つくった電気（直流）

ためる電気（直流）

使う電気（交流）

蓄電システムのしくみ3

蓄電池用コンバータ 蓄電池ユニット

電気を・・・

余った電気は
売ります

つくる 変換する

ためる

調整する

売る

ご家庭の機器で
電気を消費

自宅

使う

太陽電池モジュール パワーステーション 住宅分電盤

電力会社

自家消費

売電

光から電気をつくります 電気を直流から交流へ
変換します

電気製品へ
電気を送ります

蓄電システムとは、太陽光発電・蓄電池を連携して
平常時も停電時も効率よく電気を活用できるシステムです。

蓄電システムとは

余って
ためる
電気

買わずに済む電気買う電気 買う電気

太陽光でつくる電気

ご家庭で使う電気

朝 昼間 夜間夜間 夜

余った電気は
ためて、夜に使う電気を

まかなえます

蓄電システムは太陽光でつくった電気を蓄電池へためたり、
分電盤に電気を供給することが可能です。日中、太陽光でつくって余った電気を蓄電池にため、
夜間に蓄電池から電気を放電することでクリーンエネルギーを有効活用することができます。
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太陽光発電／
蓄電システムのメリット

4

電気が使えなくて
本当に困るのは夜

もし停電が
長引いても大丈夫

太陽光電池＋蓄電システムは頼りになるコンビ
夜に蓄電池の電気を使い切っても、次の日に太陽光発電から再び充電。太陽光発電と蓄
電池を組み合わせると電気を数日間にわたって使えます。

蓄電システムがあれば、夜でも電気が使えて安心

電気が使えなくて本当に困るのは、暗くなってから。蓄電池に電気を蓄えておけば、夜
でも電気がしっかり使えて、心強いこと間違いありません。

蓄電システムがあれば・・・・

冷蔵庫を使用

電気ケトルで
湯沸かし

炊飯器で
ご飯を炊く

テレビで
情報収集や
スマートフォンを
充電

照明を点灯

電気製品

充電

蓄電池

昼間

夜間

太陽電池モジュール

自家消費

自家消費

※創蓄連携システムの場合
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使用電力量
使わず余った電気
（余剰電力）

太陽光で
まかなえる電気

太陽光発電の
発電量

夜間 朝 昼間 晩

充電 放電放電

買電

つくる

ためる

自家消費

3台まとめて充電できる
タイプもあります。

イーブロック
（可搬型バッテリー）
PQB0311A

イーブロック +
イーブロックデスク
（専用充放電器）

イーブロック +
イーブロックスタンド
（専用充放電器）

イーブロック +
イーブロック
ステーション
（専用充電器）

イーブロック
（可搬型バッテリー）

蓄電容量 304Wh

停電時
太陽光連携※3

コンセント
充電

停電時出力（使える電気）

停電時に使える時間※2
（消費電力約200Wの場合） 約13時間

100V 最大 約1,500W※1 蓄電システム

10年
保証（無償）

産業・住宅用
リチウムイオン蓄電システム
スタンドアロンタイプ

蓄電容量 3.5kWh

ネットリモコンパワーステーション

■蓄電容量 ： 6.4kWhの場合 ■蓄電容量 ： 6.7kWhの場合

電力切替ユニット

蓄電池用
コンバータ

蓄電池ユニット

選べる、増やせる

蓄電池用
コンバータ

蓄電池ユニット

選べる、増やせる

ネットリモコンパワーステーション 電力切替ユニット

蓄電システムの種類

太陽光でつくった電気を蓄電池にためて「自家消費」 

電気を“つくる”太陽光発電と、電気を“ためる”蓄電池。
この 2 つを組み合わせると、太陽光の余った電気をためて夜間に利用でき、クリーンな電気を「自家消費」できます。

太陽光でつくった電気をためてつくって自家消費

V2H蓄電システム e n e p l a t

電力会社からの電気で充電し、活用したい方に最適

蓄電システム スタンドアロンタイプ

電気を持ち運んで使う次世代型バッテリー

e - b l o c k（可搬型バッテリー）

※1 定格出力電力は1,500VA。
※2 消費電力200Wの機器想定【冷蔵庫 約30W×1台、LED照明 約35Ｗ×2台、液晶テレビ約26W×1台、携帯電話充電 約7.5W×4台、扇風機 約40W×1台】初期満充電時、停電時に使用できる機

器の動作時間については、同時に連続使用した場合で各製品カタログ値などを基に計算したものであり、動作を保証するものではありません。また、同時に使用できる機器は、機器の仕様や使用状
況によって異なり、各機器の消費電力合計が自立時定格出力以下でも動作しない場合があります。接続機器の力率、蓄電システム内機器（蓄電システムの自己消費電力等）を加味しています。

※3 ●停電時に限り、太陽光発電パワーコンディショナ自立運転モード時に一定の条件を満たせば太陽光発電から充電することは可能です。　●充電時に太陽光発電が650Wを下回った場合
にはパワーコンディショナが停止する場合があります。　●太陽光発電からの充電時には、つながっている全ての機器を外すか、使用している機器の電源スイッチをOFFにしてください。
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 貯水槽に例えると…

約２時間
電気が使える

約10時間
電気が使える

蓄電池のパワーを貯水槽に例えると蓄電容量は貯水槽の大きさ、出力は蛇口の勢いに該当します。電容量が大きいと、より
多くの電気をためられ、停電時により長時間、電気を使用できます。出力が大きいと、一度により多くの電気を供給できるの
で、停電時にドライヤーなどの消費電力が多い機器も使用できます。

蓄電池の出力が大きいほど、
より消費電力の高い機器が使えます。

蓄電池の出力が大きいほど、
より多くの機器や、消費電力の高い機器が使えます。

機器の消費電力が同じなら、
蓄電容量が大きいほど、より長い時間使えます。

出力

出力

蓄電容量
小さい
例）1kWh

蓄電容量
同じ

例）5kWh

蓄電容量
同じ

例）5kWh

蓄電容量
大きい
例）5kWh

小さい

大きい

出力

出力

小さい

大きい

卓上照明
約20W

ドライヤー
約1200W

LED照明
約100W

LED照明
約100W

使える時間

約10時間

使える時間

約50時間

蓄えられる電気の量（蓄電容量）
＜ｋＷｈで表示＞

取り出せる電気の量（出力） 
＜ＷまたはｋＷで表示＞

蓄電容量が同じなら、消費電力の小さい機器ほど、
より長い時間使えます。

卓上照明
約20W

CDラジオ
約20W

卓上照明
約20W

CDラジオ
約20W

ポータブル
テレビ
約70W

ノート
パソコン
約60W

卓上照明
約20W

LED照明
約100W

使える時間

約250時間

使える時間

約50時間

蓄えられる
電気の量
（蓄電容量）
1kWh

取り出せる
電気の量
（出力）
500W

蓄えられる
電気の量
（蓄電容量）
5kWh

取り出せる
電気の量
（出力）
500W

WORD?
カタログの読み方
蓄電池のパワーとは、蓄えられる電気の量（蓄電容量）と
取り出せる電気の量（出力）のこと。

WORD?

貯水槽の
大きさ

蛇口から出る
水の量

使
え
る
機
器

使
え
る
時
間
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